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[*1] 自立活動とは、特別支援教育に特別に設けられており、「個々の児童又は生徒が自立を目指し、障害による学習上又は生活上の困難

を主体的に改善・克服するために必要な知識、技能、態度及び習慣を養い、もって心身の調和的発達の基盤を培う」ものである。 

[*2] 流れ図とは、実態把握で収集した情報を様々な観点から整理し、具体的な指導内容を設定するための流れを示したものである。 

 

１ 研究のねらい 

昨年度、友人との関わりに困難さを抱える不登

校傾向の生徒と一対一で何度も教育相談を重ねて

きた。友人とのトラブルがある度、学年団の先生

方と相談しながらその都度対応し、解決すること

を継続してきた。しかし、その後も同様の事態が

生じ、根本的な解決に至っていないことを担任と

して課題に感じていた。 

なぜ同じことが繰り返し生じているのだろう。

子供たち一人一人の困難さを軽減するために、個

に応じてどのようなアプローチができるのか。生

徒一人一人が安心して学校生活を送るために、教

師としてできることはないかと考えた。 

そこで、その生徒の困難さを軽減するために、

自立活動[*1]の視点からアプローチの方法を見出

したいと考え、本研究テーマを設定した。 

実践研究では、その生徒の困難さを軽減するア

プローチ方法を設定するにあたり、その生徒に関

わる複数の教員にも協力してもらい、客観的な情

報の収集を試みた。そこから自立活動の流れ図[*2]

を活用して指導目標と、有効だと思われる具体的

な指導内容を設定した。自立活動は、個別指導の

形態で行われることが原則だが、指導目標を達成

する上で効果的である場合には、児童生徒の集団

を構成して指導することもある。本実践では、学

級の仲間の力を借りて、支え合い助け合う集団活

動を単元化し、困難さの軽減をねらうこととした。 

 

２ 研究の方法 

（１）文献研究（自立活動・障がい特性の理解等） 

（２）調査研究（アンケート調査・学校訪問） 

（３）実践研究（指導計画全５時間） 

 

３ 実践研究 

（１）実態把握と流れ図の作成 

昨年度までに把握している対象生徒 A の実態、

A との対話、A に関係する教員からの書面や対話に 

よる情報収集を主な実態把握の手段とした。 

〈流れ図から導き出した A の具体的な指導内容〉 

ア 対話を通して思いを引き出しながら、生活や学習

環境を整えることで、安心して過ごすことができ

るようにする。 

イ 本人が好きなことや得意なことなど、自己理解を

広げる活動を他者と行い、自己や他者に対する見

方を広げることができるようにする。 

ウ コミュニケーションの仕方を工夫し、安心して自

分の気持ちを言葉で表現する経験を重ね、相談す

ることのよさを実感できるようにする。 

 

（２）授業実践   

〈目標〉 

クラスの仲間と肯定的な気づきや考えを出し合

う活動を通して、自己理解を深めるとともに、他

者や自己に対する見方や考え方を広げる。 

 

〈関連する指導内容〉※自立活動の６区分２７項目より 

２ 心理的な安定 (1)情緒の安定 

３ 人間関係の形成 (2)他者の意図や感情の理解 

(3)自己の理解と行動の調整           

5 コミュニケーション (5)状況に応じたコミュニケーション 

 

〈指導過程〉全５時間※上段は活動名、下段は学習活動 

1 魅力再発見 

・タブレットで友人のよさや魅力を伝え合う。 

・自分が選んだよさ・魅力と友人が選んだよさ・魅力を

見比べ、気づきや思いを周囲と共有する。 

2 あなたはどっち派！？～自分の選択肢を増やそう！～ 

・学級内の生徒自身が抱える学校生活における悩みの

解決法について、自分ならどうするかを４択で選択

し、その理由をタブレット上のホワイトボードを用い

て自由に述べ合う。 

3 ブレインストーミング 

～友達の力を借りて、解決のアイディアをゲット～ 

・学級内の生徒自身が抱える学習・生活・進路などの学

校生活における悩みについて、解決の方法を自由な発

想から出し合う。 

・ホワイトボードを活用し、発言を視覚化しながら話し

合う。 

4 ホワイトボードミーティング ～みんなで作戦会議！W・B・M～ 

・学級内の生徒自身が抱える学習・生活・進路の学校生

活における悩みについて、質問を通してその背景を深

く知り、解決の方法を生徒の自由な発想から出し合

う。 

・ホワイトボードを活用し、発言を視覚化しながら話し

合う。 

5 ミカタのミカタ～リフレーミング～ 

・仲間の短所を、違う角度から考え、長所に言い換える。 

 

（３）実践研究の成果（〇）と課題（▲） 

〇客観的な実態把握と分析による深い生徒理解。 

〇困難さに寄り添う指導内容の設定と実践。 

〇教師同士のチーム意識の高まり。 

〇学級全体の自己有用感・自己肯定感を高める、

支え合い助け合う関係を大切にした学級づくり。 

▲困難さのさらなる軽減を目指す指導の積み重ね。 

▲自己指導能力を高める支援。 



 

 

４ 研究のまとめ 

 対象の生徒は、仲間と関わり合い、自分のよさ

や可能性を改めて伝えてもらったり、仲間の悩み

に対して自分が力になったりしたことで、自己肯

定感や自己有用感を感じていたように思われる。

また、その生徒だけではなく、学級全体における

自己肯定感・自己有用感の高まりが感じられた。

本研究では学級活動の実践だったが、仲間と共に

課題解決に向かう生徒の力を信じ、どの教科にお

いてもつながりや関わりを大切にした授業づくり

をしていくことは、学校内における安全・安心な

風土の醸成につながると感じた。 

 この研究から、特別支援教育における自立活動

の視点を生かし、なぜその困難さが生じているの

かを理解していくことは、生徒が抱える見えにく

い困難さを軽減していくために必要な視点である

と感じた。流れ図を活用する中で、これまで見え

にくかった困難さに気付いたり、長所やよさを改

めて確認したりすることができ、その実態把握か

ら得た生徒の情報を整理・分析することができた。

また、そこから導き出した具体的な指導内容を実

践していくことは、個に応じたアプローチを行い、

指導の効果を高めるために有効であると感じた。 

これからも特別支援教育の視点を生かし、誰も

が安心して学校生活を送ることができるよう、困

難さを抱える生徒を中心に教員同士が支え合い、

個に応じて生徒と共にアプローチしていきたい。

そして、一人一人の存在を大切にし、共に考え、共

に学び、成長していく伴走者として、実践を重ね

ていきたい。 

 

５ 調査研究協力校 

（１）研究会及び事後研究会への参加 

・長井市立西根小学校 

・長井市立長井小学校 

・長井市立長井南中学校 

・上山市立中川小学校 

（２）特別支援学級における授業の参観及び担当

者への聞き取り 

・米沢市立興譲小学校 

・米沢市立松川小学校 

・米沢市立第四中学校 

（３）学校説明会への参加 

・山形県立米沢養護学校 

・山形県立山形養護学校 
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